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【公表番号】特表2010-536961(P2010-536961A)
【公表日】平成22年12月2日(2010.12.2)
【年通号数】公開・登録公報2010-048
【出願番号】特願2010-521328(P2010-521328)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｂ  67/20     (2006.01)
   Ｃ０９Ｂ  67/46     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ  17/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ 201/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   7/12     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ 151/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ  11/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ 216/14     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ 220/18     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ   8/36     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｂ  67/20    　　　Ｆ
   Ｃ０９Ｂ  67/20    　　　Ｌ
   Ｃ０９Ｂ  67/20    　　　Ａ
   Ｃ０９Ｂ  67/46    　　　Ｂ
   Ｃ０９Ｄ  17/00    　　　　
   Ｃ０９Ｄ 201/00    　　　　
   Ｃ０９Ｄ   7/12    　　　　
   Ｃ０９Ｄ 151/00    　　　　
   Ｃ０９Ｄ  11/00    　　　　
   Ｃ０８Ｆ 216/14    　　　　
   Ｃ０８Ｆ 220/18    　　　　
   Ｃ０８Ｆ   8/36    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成23年4月15日(2011.4.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５１】
合成手順２：
一般重合手順：
　攪拌機、還流冷却器、内部温度計及び窒素導入部を備えたフラスコ内で、モノマーＡ、
モノマーＣ、及び場合により分子量調節剤、及びレドックス開始剤系の成分１（アスコル
ビン酸）を、溶剤中に窒素導入下に仕込んだ。次いで、温度を攪拌下に８０℃にし、そし
て３時間内にレドックス開始剤系の成分２（ｔ－ＢｕＯＯＨ）の溶液を計量添加した。こ
れと同時に、モノマーＢの計量添加を開始し、これを３時間後に完了した。これに次いで
、この温度で２時間更に攪拌し、次いで溶剤を真空下に除去した。
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